
個別最適な学びと協働的な学びの
一体的な充実について



「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けてのポイント

資質・能⼒を育成するための単元（題材）を構想する
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□ 単元（題材）で育成する資質・能力を明確にしていますか。
□ 児童生徒の深い学びを促し、教科の本質に迫る「単元を貫く問い」などを設定して
いますか。
□ 児童生徒の思考の流れを想定した単元（題材）を構成していますか。
□ 多様な個性・特性を有する児童生徒が存在することを前提として、授業において
起こりうるつまずきとそれに対する支援を想定していますか。

□ 児童生徒一人一人の興味・関心や能力・特性等を把握していますか。
□ 授業において、展開や振り返りの場面で、児童生徒一人一人の学習進度や
学習到達度、つまずき等を把握していますか。（形成的評価）
□ 単元（題材）の終わりに、児童生徒一人一人が単元（題材）で育成する資質・能力を
身に付けることができたか把握していますか。（総括的評価）

□ 児童生徒が興味・関心や能力・特性等に応じて自ら教材・学習方法・ペース等を選択
できる学習環境を整えていますか。
□ 個別最適な学びの中で孤立した学びに陥らないよう、また、協働的な学びの中で
個が埋没しないよう、児童生徒一人一人に適切な指導や関わりを行っていますか。

個への支援

個の見取り

深い教材研究

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けてのポイント



協働的な学びができる
学級集団

学習意欲

自己決定
自己調整

「一人一人が輝く」

主体的な学び
教師は
人的環境！

環境が整うと
学べる！

尾道市立高西中学校の取組

自由進度学習

【令和６年度研究主題】
一人一人が輝く主体的な学びの創造

～個別最適な学びと協働的な学びを推進できる環境の実現を目指して～



尾道市立高西中学校の取組

自立した学習者のイメージ

高西中学校校における自由進度学習とは、学びの羅針盤をもとに自分で作成
した学習計画に沿って、学習プリント、学習コーナーなどの多様な選択肢か
ら自分に適した学び方を選択・決定して学ぶ学習方法。

自由進度学習

（令和６年度）



尾道市立高西中学校の取組

学びの羅針盤

深い
教材研究

３ 確認テストについて

４



尾道市立高西中学校の取組

～どのくらいの速さ？
おむすびにはたらく力は？～

個への
支援

深い
教材研究



授業者
同教科

他教科

尾道市立高西中学校の取組 深い
教材研究

同教科

多様な視点で教材研究を行う

教科書等



尾道市立高西中学校の取組 個の
見取り

まとまった学習計画によって自己調整が生まれる



尾道市立高西中学校の取組

教科書のイラスト



尾道市立高西中学校の取組 深い
教材研究

理科の探究の過程を意識した設計

教科書のイラスト

仮説からスタート



尾道市立高西中学校の取組

アクティブコーナー

いつでも、何度でも、自分のペースで実験ができる

教科書の
イラスト

個への
支援



尾道市立高西中学校の取組

授業動画

個への
支援

必要に応じて、自分のタイミングで動画にアクセス



尾道市立高西中学校の取組

体験したり考えを伝えたりすることで、思考を深める

深い
教材研究

アクティブコーナー



尾道市立高西中学校の取組 個の
見取り

個への
支援

個々の学習の状況を見取り、必要な支援を行う

教師の役割



尾道市立高西中学校の取組

～どのくらいの速さ？
おむすびにはたらく力は？～

深い
教材研究



尾道市立高西中学校の取組

仮説を立てて実験

学習コーナーで繰り返し実験

つまり、「運動の向きに一定の大き
さの力が働き続けると、物体の速さ
は一定の割合で大きくなっていく」
ということだね。



尾道市立高西中学校の取組

学習コーナーで起こる協働的な学び

実験しながら議論

ということは、おむすびに働く力は
「自転車で坂を下るときペダルをこ
がなくても進むから、斜面上のおむ
すびにも進行方向に力が働き続
け、速くなるのではないかな。」

だんだんスピードは速くなるよね。

そうだよね。運動の向きに一定の大きさの力が
働き続けると、物体の速さは一定の割合で大き
くなっていくんだもんね。

これって、自転車で坂道を下るときと同じだ。



尾道市立高西中学校の取組

思考したことを動画で表現

協働的に学んだことの成果を個別の学習に還元する

これまでの結果をまとめると、
「おむすびがどんどん速くなるの
は、進行方向に進む力がおむすび
に働き続けるから」だと考えます。



「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けてのポイント

資質・能⼒を育成するための単元（題材）を構想する

個別最適な学び個別最適な学び

協働的な学び協働的な学び

一体的な
充実

一体的な
充実



○自分のペースで進めることができるので、やりやすい。
〇わからないことをわからないままで終わったりせず、聞きたいときはす
ぐに友達に聞きに行けたり、自分のペースで学習を進められたりする
のがよい。
○教科の一人学びのよいところは、より集中することができ、自分がどこ
までわかっていてどこがわかっていないのか、明確に判断することが
できるところ。また、わからないところを先生や友達に聞くことができる
のが、普段の授業に比べて聞きやすくすぐに解決できるところがよい。
○わからなかったところには多くの時間をかけ、簡単なところはスムーズ
に進められるため学習の効率がよかった。
○振り返りを書くことで、自分の学びを見つめ返すことができるように
なった。

尾道市立高西中学校の取組

生徒の感想



□ 単元（題材）で育成する資質・能力を明確にしていますか。
□ 児童生徒の深い学びを促し、教科の本質に迫る「単元を貫く問い」などを設定して
いますか。
□ 児童生徒の思考の流れを想定した単元（題材）を構成していますか。
□ 多様な個性・特性を有する児童生徒が存在することを前提として、授業において
起こりうるつまずきとそれに対する支援を想定していますか。

□ 児童生徒一人一人の興味・関心や能力・特性等を把握していますか。
□ 授業において、展開や振り返りの場面で、児童生徒一人一人の学習進度や
学習到達度、つまずき等を把握していますか。（形成的評価）
□ 単元（題材）の終わりに、児童生徒一人一人が単元（題材）で育成する資質・能力を
身に付けることができたか把握していますか。（総括的評価）

□ 児童生徒が興味・関心や能力・特性等に応じて自ら教材・学習方法・ペース等を選択
できる学習環境を整えていますか。
□ 個別最適な学びの中で孤立した学びに陥らないよう、また、協働的な学びの中で
個が埋没しないよう、児童生徒一人一人に適切な指導や関わりを行っていますか。

個への支援

個の見取り

深い教材研究

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けてのポイント


